
 

 

６月１０日（土）に、２年ＳＧコースの生徒たちは京
都大学学院総合生存学館（思修館）にて、課題研究の進
め方についての研修を受けました。思修館は、本校が目
指す文理融合、異文化統合をより高度なレベルで実践し
ている注目の大学院です。 
この研修では、ＳＧコースの生徒が課題研究のテーマ

設定や研究計画について大学院生から助言を得るだけ
でなく、目指すべきロールモデルに触れ、リーダー・研
究者としてのあり方 
を学ぶことを目的と 
しています。 
課題研究の８つの 

グループにそれぞれ 
院生が一人加わり、 
生徒たちはリサーチ 
クエスチョンや仮説 
の設定の仕方、今後 
の研究の進め方につ 
いて学びました。 

今年度、２年普通コース（８クラス）の探究授業が
「課題探究Ⅰ」としてリニューアルしました。 
【特徴①】クラスの垣根と文理の別をなくし、３２
０人の生徒を１６のキーワード（エネルギー、海と陸
の環境、ＩＴ、都市・地域、お金、健康、食、エンタ
メ、異文化、ジェンダー、教育など）に基づき、６４
の文理混合グループに分けます。現在はグループ分け
が終わり、いよいよ今月から具体的なテーマ設定、先
行事例研究、予備調査と進んでいくことになります。 
【特徴②】担当する教員は、２年の担任（８名）・副
担任（８名）・学年主任（１名）および３年副担任（８
名）となり、多くの教員が関わることになります。生
徒たちの活動を豊かなものにするだけでなく、私たち
教員も探究活動の運営に必要なファシリテーション
技術等を磨くことができるよい機会となります。生徒
も先生も高い意識を持って泉丘の探究授業を盛り上
げていきましょう。 

２０１５年にノーベル文学賞を
受賞したベラルーシの作家スヴ
ェトラーナ・アレクシエーヴィチ
を知っていますか？ その代表
作『戦争は女の顔をしていない』
は、第二次世界大戦の独ソ戦に参
加した女性たちを描いています。
戦争の凄惨さを伝える作品は数
多くありますが、本書は女性従軍
兵士の目を通して語られる点で
ユニークといえます。現在、ロシ
アとウクライナの戦争によって
注目されている作品の１つです。
そのコミカライズ版 
が 4 巻まで出ていて、 
ＳＧＨ推進室で貸し 
出し中です。 

１年生「遠足×オ 
ーシャンクリーンアップ 
キャンペーン」 実施！ 

２年文型×理型 
「課題探究Ⅰ」 開幕！ 

京都大学大学院 
（思修館）訪問研修 
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だより 
Leave no one behind. We are always with you, and we always will. 

 

４月２５日（火）、入学してまもない 1 年生たちは、
緑色のジャージに身を包み、「遠足×オーシャンクリー
ンアップキャンペーン」に参加しました。この活動の目
的の１つは、「海洋ごみ問題」が決して遠い世界の話で
はなく、実際に自分たちの身近で起こっている喫緊の
グローバル課題であることを認識することです。フィ
ールドワークを行った根上グリーンビーチで感じたこ
と発見したことをもとに、今後はグループごとに高校
生ならではの解決策をデザインしていきます。 
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